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表１ 新被保険者証と旧被保険者証の
比較

旧被保険者証
（返却の必要は
ありません。）

平成２２年
７月３１日

白

－

新被保険者証

平成２４年
７月３１日

藤色

旧被保険者証と
同じ

有効期限

色

大きさ

今
年
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
一
斉
更
新
が
あ
り
ま
す

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、平
成
２２
年
７
月
３１
日（
土
）

で
す
。

平
成
２２
年
８
月
以
降
お
使
い
い
た

だ
く
被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
に

簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す（
お
住

ま
い
の
住
所
と
違
う
住
所
へ
送
付
を

希
望
す
る
人
は
、
国
保
年
金
課
高
齢

者
医
療
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、
古
い
被
保
険
者
証
は
８
月
１
日

（
日
）以
降
に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
被

保
険
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
診
療
分
に
つ
い
て
医
療
費
の
１

割
ま
た
は
３
割
の
支
払
い
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
表
２
）。

負
担
割
合
が
３
割
の
人
で
も
、
収
入

額
に
よ
っ
て
申
請
す
る
と
１
割
負
担

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

基
準
収
入
額
適
用
申
請

住
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
人
は
医
療
費
の
３
割
を
負

担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
で
次
に
該
当

す
る
人
は
、
申
請
す
る
と
１
割
負
担

に
な
り
ま
す（
図
１
）。

○
被
保
険
者
が
１
人
の
世
帯

（１）
前
年
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

（２）
前
年
の
収
入
が
３
８
３
万
円
以
上

で
同
一
世
帯
の
７０
〜
７４
歳
の
人
の
収

入
を
合
算
し
て
５
２
０
万
円
未
満

○
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
世
帯

被
保
険
者
の
前
年
の
収
入
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

※
収
入
と
は
、
必
要
経
費
を
引
く
前

の
金
額
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、

今
年
度
基
準
収
入
額
適
用
申
請
に
よ

り
負
担
割
合
や
自
己
負
担
限
度
額
が

変
更
と
な
る
人
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

申
請
書
類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

詳
し
く
は
、
国
保
年
金
課
高
齢
者

医
療
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
入
院

し
た
と
き
に
医
療
機
関
窓
口
で
の
支

払
い
金
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す

入
院
の
と
き「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
、
食
事
代（
標

準
負
担
額
）も
減
額
さ
れ
ま
す
。
認

定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
各
総

合
支
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
平

成
２２
年
度
も
住
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
の
場
合
は
、
新
し
い
認
定
証
を
７

月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
と
き

同
一
月
内
に
支
払
っ
た
健
康
保
険

適
用
で
の
医
療
費
の
合
計
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
超
え

た
分
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し

ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
代（
標

準
負
担
額
）や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど

の
健
康
保
険
適
用
外
の
も
の
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
人
に
は

受
診
か
ら
約
４
カ
月
後
に
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請

書
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
被
保
険
者
証
を
お
返
し

く
だ
さ
い

転
出
等
で
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
、
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
記
載
事
項
の
変
更
、
所
得

変
更
な
ど
に
よ
り
負
担
割
合
が
変
更

に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
も
変
更
前
の

被
保
険
者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
各
総
合
支
所
ま
た
は
国
保
年

金
課
高
齢
者
医
療
係（
区
役
所
３
階
）

に
必
ず
お
返
し
く
だ
さ
い
。

対
象

７５
歳
以
上
の
人
お
よ
び
６５
歳

か
ら
７４
歳
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

は
、
毎
年
７
月
に
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
決
定
し
て
、
区

が
徴
収
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に

は
、
７
月
１５
日（
木
）こ
ろ
に
通
知
書

や
納
付
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成

２１
年
中
の
所
得
を
基
に
算
定
さ
れ
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
口
座

振
替
ま
た
は
納
付
書
で
納
め
る
普
通

徴
収
と
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納

め
る
特
別
徴
収
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
人
な
ど
に
は

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

（１）
保
険
料（
均
等
割
額
）の
軽
減
措
置

所
得
の
低
い
人
は
、
世
帯
主
と
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
表

３
）。

（２）
保
険
料（
所
得
割
額
）の
軽
減
措
置

厚
生
年
金
保
険
の
一
般
的
な
収
入

２
１
１
万
円
ま
で
の
人
を
対
象
に
保

険
料
の
所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
表
４
）。

（３）
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
へ
の
特
例
措
置

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
ま
で
子
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い

て
、
保
険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た
人

（
※
）は
、所
得
割
額
が
無
料
と
な
り
、

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
制
度
加
入
前
に
被
用
者
保
険（
協

会
け
ん
ぽ
、
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
な
ど
）の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
。
国
民
健
康
保
険（
区
市
町

村
国
保
・
国
保
組
合
）に
加
入
し

て
い
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

（４）
保
険
料
の
決
め
方

均
等
割
額
＋
所
得
割
額
�
保
険
料
額

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

（
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
年
額
３
万

７
８
０
０
円
）＋（
所
得－

基
礎
控

除
３３
万
円
）×
所
得
割
率
７
・
１８
％

�
所
得
に
よ
っ
て
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。

�
保
険
料
は
年
間
５０
万
円
が
上
限
で

す
。

�
保
険
料
は
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り

に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
世
帯

単
位
で
の
納
付
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

（５）
保
険
料
の
納
め
方

普
通
徴
収

納
付
書
や
口
座
振
替
な

ど
で
納
め
ま
す
。

特
別
徴
収

年
金
か
ら
の
天
引
き
で

納
め
ま
す
。

年
金
額
が
年
額
１８
万
円
以
上
で
、

介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
合
わ
せ
た
額
が（
介
護
保
険

料
が
引
か
れ
て
い
る
）年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
人
は
、
原

則
と
し
て
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

複
数
の
種
類
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
国
民
年
金（
老
齢
基
礎

年
金
）が
優
先
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
種

類
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
ほ
か
の
種
類
の
年

金
を
含
め
た
年
金
額（
例
え
ば
老
齢

基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
合
算

額
）で
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な
く

て
も
、
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す

�
平
成
２２
年
４
月
１
日
現
在
、
介
護

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
年
金

が
年
額
１８
万
円
未
満
の
人
、
ま
た
は

対
象
と
な
る
年
金
を
受
給
し
て
い
な

い
人

�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護

保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
、
介
護
保

険
料
が
引
か
れ
て
い
る
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
人

�
年
度
途
中
で
他
区
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
人
、
ま
た
は
他
区
市
町
村
へ

転
出
し
た
人

�
年
金
の
差
し
止
め
や
担
保
貸
付
を

受
け
て
い
る
人

（６）
保
険
料
の
納
め
方
を
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別
徴
収

で
通
知
さ
れ
た
人
は
、
申
し
出
に
よ

り
、
１０
月
以
降
の
納
付
方
法
を
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
保
険
料
の
総
額
は
か
わ
り
ま
せ

ん
）。希望

す
る
人
は
、「
申
出
書
」を
８

月
４
日（
水
）ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
、
各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口

サ
ー
ビ
ス
係
ま
た
は
国
保
年
金
課
高

齢
者
医
療
係（
区
役
所
３
階
）へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い（
年
金
天
引
き
で
よ

い
場
合
は
、
こ
の
手
続
き
は
不
要
で

す
）。８月

４
日（
水
）を
過
ぎ
て
申
し
出

た
場
合
は
、
１２
月
以
降
の
年
金
か
ら

保
険
料
の
天
引
き
が
中
止
さ
れ
ま

す
。年

金
天
引
き
を
中
止
す
る
申
出
書

の
ほ
か
、
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
申
出
書
を
ご
提
出

い
た
だ
い
た
人
に
は
、
８
月
以
降
に

口
座
振
替
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
口
座

か
ら
も
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
税

申
告
で
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
人
（
支
払

っ
た
家
族
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
の

税
額
に
影
響
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度

（（
長長
寿寿
医医
療療
制制
度度
））
のの
ごご
案案
内内

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度（（
長長
寿寿
医医
療療
制制
度度
））

のの
保保
険険
料料
決決
定定
通通
知知
をを
おお
送送
りり
しし
まま
すす

問い合わせ
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

�
内
線
２
６
４
６
・
２
６
５
４

〜
９

表３ 保険料（均等割額）の軽減措置

軽減割合

８．５割

９割

５割

２割

総所得金額等が下記の
基準を超えない世帯

基礎控除額（３３万円）

８．５割軽減を受ける世帯のうち、
後期高齢者医療制度の被保険者
全員が、年金収入８０万円以下（そ
のほかの所得がない）

基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×世
帯主を除く被保険者数

基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保
険者数

表４ 保険料（所得割額）
の軽減措置

所得割額の
軽減割合

全額

７５％

５０％

�および�は、東京都後期高齢者
医療広域連合独自の軽減措置です。

年金収入額

�１６８万円まで（所
得４８万円まで）

�１７３万円まで（所
得５３万円まで）

�２１１万円まで（所
得９１万円まで）

表２ 平成２２年度 負担割合
入院時の食事代
（標準負担額）

１食 ２６０円

１食 ２１０円（９１日目から１６０
円。再度申請が必要です）

１食 １００円

※過去１２カ月に４回以上高額療養費の支給があった場合、４回目以降は４万４４００円。

外来＋入院（世帯ごと）の
限度額

８万１００円＋総医療費が２６万
７０００円を超えた場合は、超え
た分の１％を加算（※１）

４万４４００円

２万４６００円

１万５０００円

外来（個人ごと）の限度額

４万４４００円

１万２０００円

８０００円

負担
割合

３割

１割

種 別

一定以上の所得がある人

一 般
低所得�

（住民税非課税世帯の人）
低所得�

住民税非課税世帯で世帯全員の所得が０円
の人、ただし年金収入は８０万円以下または
老齢福祉年金受給者
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図１ 負担割合判定基準

図２ 基準収入額適用判定基準

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
人
に
新
し
い

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」を

７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き

は
、
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
診

療
分
に
つ
い
て
医
療
費
の
１
割
ま
た

は
３
割
の
支
払
い
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
図
１
）。

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い

自
己
負
担
割
合
は
、
毎
年
６
月
に

そ
の
年
度
の
住
民
税
が
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
判
定
し
直
し
て
い
ま

す
。
前
年
と
負
担
割
合
が
変
わ
ら
な

い
場
合
で
も
、
対
象
者
全
員
に
平
成

２２
年
度
の
新
し
い「
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
」を
お
送
り
し
ま
す
。

負
担
割
合
が
１
割
の
人
に
つ
い
て

は
、平
成
２３
年
４
月
か
ら
、現
行
の
１

割
か
ら
２
割
に
変
わ
る
予
定
で
す
。

自
己
負
担
割
合
の
判
定
の
し
か
た

同
一
世
帯
内
７０
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
の
住
民
税
の
課
税

所
得
に
よ
っ
て
負
担
割
合
を
判
定
し

ま
す（
図
１
）。
お
送
り
し
た
高
齢

受
給
者
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
１
割
に
な
る
人

同
一
世
帯
に
、
７０
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
で
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
な
い

○
３
割
に
な
る
人

同
一
世
帯
に
、
７０
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
で
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る

３
割
負
担
の
人
で
も
、
収
入
額
の
申

請
に
よ
り
１
割
負
担
に
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

３
割
負
担
の
人
で
次
に
該
当
す
る

場
合
は
、
申
請
す
る
と
翌
月
か
ら
１

割
負
担
に
な
り
ま
す（
図
２
）。

○
７０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
１
人
の
世
帯

（１）
前
年
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

（２）
前
年
の
収
入
が
３
８
３
万
円
以
上

あ
り
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
人
の
収

入
も
含
め
て
５
２
０
万
円
未
満

○
７０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
２
人
以
上
い
る
世
帯

７０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
前
年
の
収
入
合
計
が
５
２
０

万
円
未
満

※
収
入
と
は
必
要
経
費
を
引
く
前
の

金
額
で
す
。

申
請
は
各
総
合
支
所
で
受
け
付
け

ま
す
。
保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証
、

確
定
申
告
書
の
控
え
な
ど
収
入
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
の
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※高齢受給者証には２割（平成２３年３月３１日まで１割）と記入されます

港
区
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
入
院
医
療

費
が
高
額
の
場
合
は
、
申
請
手
続
き

に
よ
り
窓
口
支
払
額
が
軽
減
さ
れ
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で

済
み
ま
す
。
ま
た
、
食
事
代
に
つ
い

て
も
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

入
院
医
療
費
や
食
事
代
の
窓
口
支
払

額
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
年
齢
や

所
得
に
よ
っ
て
方
法
が
異
な
り
ま
す

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
で
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人（
高
齢
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
人
）

申
請
に
よ
り「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
の

と
き
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
お
よ

び「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
食
事

代
も
減
額
さ
れ
ま
す（
表
１
）。

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
住
民
税
課

税
世
帯
の
人（
高
齢
受
給
者
を
お

持
ち
の
人
）

保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
提
示

に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の

支
払
い
に
な
り
ま
す（
表
２
）。

７０
歳
未
満
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人申

請
に
よ
り「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
の

と
き
保
険
証
と「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す

（
表
３
）。

７０
歳
未
満
の
住
民
税
課
税
世
帯
の

人
申
請
に
よ
り「
限
度
額
適
用
認
定

証
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
入
院
の
と
き
保
険
証
と「
限

度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す（
表
４
）。

申
請
窓
口

各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ
ー
ビ

ス
係

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証
、
領
収

書（
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
９０

日
を
超
え
た
と
き
）

※
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
、

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」や「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」を
提
示
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
３
割
な
ど
の
自
己
負
担

額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
高
額
療

養
費
の
支
給
対
象
に
な
っ
た
場
合

は
、
診
療
の
月
の
約
３
〜
４
カ
月
後

に
区
か
ら
高
額
療
養
費
の
申
請
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

更
新
の
お
知
ら
せ

「
認
定
証
」の
有
効
期
限
は
、
７
月

３１
日（
土
）で
す
。
既
に「
認
定
証
」を

お
持
ち
の
人
も
引
き
続
き
希
望
す
る

場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。
７
月
中

旬
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。

※
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
事

前
に
納
付
相
談
が
必
要
で
す
。

問い合わせ
国
保
年
金
課
資
格
係

�
内
線
２
６
４
３
〜
５

入
院
医
療
費
や
入
院
食
事
代
の

窓
口
支
払
額
を
軽
減
し
ま
す

問い合わせ
国
保
年
金
課
給
付
係

内
線
２
６
４
０
〜
２

食事代
（１食）

２１０円（９１日目
から

１６０円【注４】）

１００円

２６０円

２６０円

２１０円（９１日目
から

１６０円【注４】）

２６０円

２６０円

【注１】世帯員それぞれの所得が０円、年金収入８０万円以下の世帯の人

【注２】世帯の被保険者（擬制世帯主を除く）の所得（総所得金額などから住民税基礎控除額３３万円を差し引いた額）の合計

額が６００万円を超える世帯

【注３】同一世帯で過去１年間に高額療養費に該当した回数

【注４】過去１年間の入院期間が９０日間を超えた場合、再度申請が必要です。

※「限度額適用認定証」および「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けるためには申請が必要です。

医療費の自己負担限度額

年４回目以降【注３】

２万４６００円

１万５０００円

４万４４００円

４万４４００円

２万４６００円

４万４４００円

８万３４００円

年３回目まで【注３】

２万４６００円

１万５０００円

４万４４００円

８万１００円＋｛（総医療費
－２６万７０００円）×１％｝

３万５４００円

８万１００円＋｛（総医療費
－２６万７０００円）×１％｝

１５万円＋｛（総医療費
－５０万円）×１％｝

入院先の医療機関に
提示するもの

保険証、高齢受給者証、限度
額適用・標準負担額減額認
定証（適用区分「低所得�」）

保険証、高齢受給者証、限度
額適用・標準負担額減額認
定証（適用区分「低所得�」）

保険証、高齢受給者証

保険証、高齢受給者証

保険証、限度額適用・
標準負担額減額認定証
（適用区分Ｃ）

保険証、限度額適用
認定証（適用区分Ｂ）

保険証、限度額適用
認定証（適用区分Ａ）

高齢受給
者証の負
担割合

１割

１割

１割

３割

住民税

非課税
世帯

非課税
世帯
【注１】

課税
世帯

非課税

世帯

課税
世帯

課税世帯
【注２】

年齢

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満

７０
歳
未
満

表
１

表
２

表
３

表
４

◆港区スポーツセンター・区民センター・健康増進センター・生涯学習センター・青山生涯学習館のお知らせは、毎月5日（土・日曜の場合は翌月曜）発行の港区スポーツふれ
あい文化健康財団ニュース「 」に掲載されています。�5770－6837 FAX5770－6884 http：//www.kissport.or.jp

３割

１割※

１割※

３割

１割※

３割

１割 ※

収入が３８３万円以上で国民健康保険
から後期高齢者医療制度に移行した
人の収入も含めて５２０万円以上

収入が３８３万円以上で国民健康保険
から後期高齢者医療制度に移行した
人の収入も含めて５２０万円未満

収入が合計５２０万円以上

収入が３８３万円未満

収入が合計５２０万円未満

いる

いない

７０歳以上７５歳未満の人

が１人の世帯

７０歳以上７５歳未満の人

が２人以上いる世帯

同一世帯の７０歳以上７５歳未満の

人で課税所得が１４５万円以上の人

３割の人

� 3578-2111�



１人（１泊２食付・税込み）

４８３０円

６８２５円

４８３０円

１０５０円

※入湯税が別途必要です。

被保険者

大人（付添同行者）
（１２歳以上）
小 人
（４～１１歳）
乳 幼 児

（３歳以下、寝具・食事なし）

開
設
期
間

９
月
１
日（
水
）〜

１１
月
１２
日（
金
）

区
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
被
保
険
者
を
対
象
に
、
秋
季
保
養

施
設
を
開
設
し
ま
す
。
被
保
険
者
だ

け
で
な
く
、
付
き
添
い
同
行
者
も
低

額
で
利
用
で
き
ま
す
。

高
齢
者
に
や
さ
し
い
施
設
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
の

保
持
・
増
進
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

利
用
で
き
る
人

区
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
加
入
者
が
代
表
と
な
り
、
２
〜
４

人
で
利
用
さ
れ
る
人

※
期
間
内
１
泊
２
日
１
回
の
み

宿
泊
施
設

箱
根
湯
本
温
泉

ホ
テ
ル
は
つ
は
な

〒
２５０
‐
０３１３
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根

町
須
雲
川
２０
‐
１

施
設
の
特
徴

（１）
自
家
源
泉
の
天
然
温
泉

ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
で
、
神
経
痛

・
関
節
痛
・
慢
性
消
化
器
疾
患
に
効

能
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（２）
美
し
い
懐
石
料
理

華
や
か
な
器
に
盛
り
付
け
ら
れ
た

懐
石
料
理
を
、
美
し
い
景
色
の
中
で

味
わ
え
ま
す
。

（３）
高
齢
者
に
や
さ
し
い
施
設

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
行
き
届
い
て
お

り
、
車
い
す
や
補
助
歩
行
具
を
使
い

な
が
ら
で
も
館
内
を
移
動
で
き
ま

す
。

施
設
の
詳
細

部
屋
タ
イ
プ

和
洋
室（
６
畳
・
ツ

イ
ン
ベ
ッ
ド
）

部
屋
数

１
部
屋

定
員

２
〜
４
人
以
内

宿
泊
期
間

１
泊
２
日

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

午
後
３
時

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

正
午

交
通
機
関

《
電
車
・
バ
ス
の
ア
ク
セ
ス
》

新
宿
駅
↓
箱
根
湯
本
駅（
小
田
急
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
で
約
８５
分
）

箱
根
湯
本
駅
↓
は
つ
は
な（
湯
本
旅

館
組
合
巡
回
バ
ス
で
約
１０
分
）

※
お
帰
り
の
際
は
、
箱
根
湯
本
駅
ま

で
の
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

《
車
の
ア
ク
セ
ス
》

小
田
原
厚
木
道
路（
箱
根
口
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
）よ
り
箱
根
新
道
経
由

約
５
分
、
須
雲
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
出
口
正
面

利
用
料
金

応
募
方
法

桃
色
の
専
用
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
国
保
年
金
課
高
齢
者

医
療
係
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯（
１
グ
ル
ー
プ
）に
つ
き
専

用
は
が
き
１
通
の
み

※
複
数
申
し
込
み
は
無
効

申
し
込
み
締
切
日

７
月
２６
日（
月

・
必
着
）

※
消
印
有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

専
用
は
が
き
配
布
期
間

７
月
９
日

（
金
）〜
２６
日（
月
）

専
用
は
が
き
配
布
場
所

各
総
合
支

所
区
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
、
各
福

祉
会
館
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係（
区

役
所
３
階
）

抽
せ
ん
方
法

資
格
の
確
認
後
、
希
望
日
ご
と
に

第
１
希
望
か
ら
抽
せ
ん
し
、
当
せ
ん

者
に
は
利
用
承
認
書
と
施
設
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。

空
き
室
申
し
込
み

抽
せ
ん
後
の
空
き
室
申
し
込
み

は
、
直
接
予
約
電
話
番
号
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
開
始
日

８
月
１６
日（
月
）

予
約
電
話
番
号

Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予

約
セ
ン
タ
ー（
平
日
午
前
１０
時
３０
分

〜
午
後
６
時
３０
分
※
土
・
日
曜
、
祝

日
を
除
く
）�

３
４
５
２
‐
０
４
８
９

予
約
の
変
更
・
取
り
消
し

利
用
当
日
の
３
日
前
か
ら
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す（
３
日
前
〜

前
日
は
２０
％
、
当
日
は
５０
％
）。

人
数
変
更
で
被
保
険
者
が
宿
泊
し

な
い
場
合
は
申
し
込
み
資
格
が
な
く

な
り
、
予
約
取
り
消
し
扱
い
と
な
る

た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
取
り
消
し

日
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

今
回
は
第
３
条
と
第
１２
条
を
取
り

あ
げ
ま
す
。

第
３
条﹇
子
ど
も
に
も
っ
と
も
よ
い

こ
と
を
﹈

子
ど
も
に
関
係
の
あ
る
こ
と
を
行

う
と
き
に
は
、
子
ど
も
に
も
っ
と
も

よ
い
こ
と
は
何
か
を
第
一
に
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
１２
条﹇
意
見
を
表
す
権
利
﹈

子
ど
も
は
、
自
分
に
関
係
の
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
自
由
に
自
分
の
意
見

を
表
す
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
意
見
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ

て
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
抄
訳
）

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
全
体
と

し
て
子
ど
も
も
社
会
の
主
人
公
だ
と

い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

第
３
条
に
は
、特
に
施
設
や
裁
判
所
、

行
政
、
立
法
の
分
野
で
の
判
断
の
際

に
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
っ
と
も

よ
い
こ
と
を
主
と
し
て
考
え
る
と
う

た
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
」と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
た

め
に
は
、
第
１２
条
に
あ
る
よ
う
に
大

人
が
子
ど
も
自
身
の
意
見
を
聴
き
、

子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
意
見
を
表
す

権
利
が
あ
る
の
だ
と
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
だ
十
分
言
葉
で

表
現
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
大
人

の
側
で
い
ろ
い
ろ
な
表
現
方
法
を
工

夫
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

思
い
や
願
い
を
表
現
し
受
け
止
め

て
も
ら
い
、
さ
ら
に
多
く
の
人
の
意

見
を
聴
く
力
を
つ
け
考
え
合
う
経
験

を
重
ね
て
、
子
ど
も
た
ち
は
広
い
世

界
で
人
権
を
認
め
合
え
る
一
個
人
へ

と
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
公
益

活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
港
区
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
は
、区
民
の
皆
さ
ん
や
、

企
業
な
ど
の
寄
付
か
ら
な
る「
み
な

と
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
基
金
」を
活
用
し

て
い
ま
す
。

本
事
業
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
同
士
の
連
携
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
２２
年
度
の
助
成

団
体
が
決
定
し
ま
し
た（
表
）。
各
事

業
へ
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
各
団
体
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
事
業
の
区
分

（１）
設
立
間
も
な
い
団
体
に
対
し
て
行

う
基
盤
整
備
事
業

（２）
活
動
内
容
が
画
期
的
か
つ
、
ほ
か

の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
分
野
に
対

す
る
助
成
で
あ
る
先
駆
的
・
モ
デ
ル

的
事
業

（３）
区
の
所
管
課
と
の
協
働
事
業
に
対

し
て
行
う
、
区
と
の
協
働
事
業

港
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
事
業
は
、

毎
年
２
・
３
月
に
事
業
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
広
報
み
な
と
」や
、

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
総
合
支
所

・
区
立
施
設
な
ど
で
配
布
す
る
チ
ラ

シ
、
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問い合わせ
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

�
内
線
２
６
４
６
・

２
６
５
４
〜
９

表 平成２２年度「港区ＮＰＯ活動助成事業」助成団体一覧

団体名 電話番号 活動目的・申請事業の概要 助成金

先
駆
的
・
モ
デ
ル
的

（特）スターライト・
ネットワーク

�３４５７－１８２９

日本とバングラデシュの国際文化交流。現地の現状の視
察を行い、交流を確立。区内でカレーパーティーを行い、
バングラデシュの文化に触れる体験をするとともに、収
益で現地の学費支援を行う。

１４万円

そ ば

東京越前蕎麦打ちの会
（日本食文化振興会）

�３４０６－５８５５

そ ば

蕎麦をはじめとした日本食文化の振興事業。区内高齢者
施設を巡っての実演、夏休みの子ども体験事業のほか、

そ ば

区内飲食店の定休日に借用を行い、「蕎麦祭」を行う予定。
２３万５０００円

（特）トマティス聴覚・
心理・発声ケア協会

�３４５３－８２８１
聴覚過敏のケアにより自閉症等の障害症状を緩和するこ
とを目的とする。区内小学校児童の無料聴覚チェック、
保護者・教職員向けの講演会や、ワークショップを行う。

５０万円

（特）海塾 �３７９８－８３３１

（特）スキルキャンプとの協働事業。発達障害児を対象に
水辺に関する自然環境学習教室を行い、水辺の学習会の
運営面を担当する。水辺への理解を深め親しむとともに、
療育につなげてゆく。また、英文、和文の２種類のテキ
ストを作成する。

５０万円

（特）スキルキャンプ �３４５５－５７２５

障害を持つ子どもや、その周りの人の療育、ケアを行う。
（特）海塾との協働事業として、海塾の「水辺に関する自
然環境学習教室」と連携し、それに盛り込む療育プログ
ラム面を担当する。

５０万円

区
と
の
協
働

港区在宅緩和ケア研究会 �５７９１－６２３０

がん患者やその家族が安心して在宅での緩和ケアを受け
られる体制を実現するための啓発、調査、研究を行う。
市民向け講演会、医療従事者向けセミナー、ワークショ
ップを実施し、活動記録の冊子等を作成する。

５０万円

（特）Club Tom
�０９０－６５４６
－２４８８

港南中学校と連携した、港南地区でのスポーツ機会増進
事業。同校体育館を中心にアスリートによるセミナーや、
小学生のスポーツ交流を行うほか、部活を活用し学区の
枠を超えた広域スポーツコミュニティの形成に取り組
む。港南＝スポーツというイメージの形成を目的とする。

１３５万７０００円

問い合わせ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�
３
４
３
２
‐
８
３
４
１

問い合わせ
地
域
振
興
課
文
化
協
働
推
進
係

�
内
線
２
３
４
３

平
成
２２
年
度

「「「「「「
港港港港港港
区区区区区区
ＮＮＮＮＮＮ
ＰＰＰＰＰＰ
ＯＯＯＯＯＯ
活活活活活活
動動動動動動
助助助助助助
成成成成成成
事事事事事事
業業業業業業
」」」」」」のののののの

助助助助助助
成成成成成成
団団団団団団
体体体体体体
がががががが
決決決決決決
定定定定定定
しししししし
まままままま
しししししし
たたたたたた

宿泊施設 箱根湯本温泉ホテルはつはな

※平成２２年度は基盤整備事業該当なし。

第３回
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�問土木課交通対策担当 �内線２２７８
�フジエクスプレス �３４５５－２２１３

港区環境影響調査実施要綱に基
づく事後調査報告書の閲覧

事業名 （仮称）赤坂五丁目ＴＢＳ開
発計画
�時７月１３日（火）～２６日（月）※閉庁時
を除く
�所環境課（区役所８階）・各総合支所
・みなと図書館
�問環境課環境アセスメント担当

�内線２４９０

港区ホームページ・イベントカ
レンダーをご利用ください

区の主催で行われる毎日の行事な
どを港区ホームページに、イベント
カレンダーとして掲載しています。
イベントカレンダーは、「講演・

講座」「こども」「健康」「お出かけ」「文
化・芸術」「スポーツ」「お祭り」「その
他」の項目に分けて、分かりやすく
表示していますので、ぜひご利用く
ださい。
�問区長室広報係 �内線２０３７

港区放課後児童育成事業「放課Ｇ
Ｏ→ひがしまち」「放課ＧＯ→あ
ざぶ」の運営業務委託事業候補者
を公募します

小学生が放課後等の時間、安心し
て安全に活動できる居場所づくり事
業「放課ＧＯ→ひがしまち」「放課Ｇ
Ｏ→あざぶ」の運営を行う事業候補

者を募集します。委託事業候補者は、
プロポーザル方式により選定しま
す。
募集要項の配布期間 ７月１２日（月）
～２０日（火）※土・日曜、祝日を除く
応募申し込み・運営提案書提出日
８月２６・２７日（木・金）
募集要項等配布場所 生涯学習推進
課（区役所７階）で配布するほか、区
のホームページからダウンロードも
できます。
�問生涯学習推進課生涯学習係

�内線２７４４

港郷土資料館の夏休み特別開館
について

港郷土資料館は、小・中学校の夏
休み期間中（７月２１日～８月３１日）の毎
週日曜（通常は休館）を、特別開館し
ます。
また、「さわれる展示室」も夏休み

期間中の土・日曜に限り、午前９時３０
分～午後４時３０分まで（通常開室時間
午後０時３０分～４時３０分）、時間を延
長して開室します。
�問港郷土資料館 �３４５２－４９６６

港区職員募集（福祉）

�対平成２３年４月１日現在３０歳未満で
保育士の資格を有する人または取得
見込みの人
採用予定日 平成２３年４月１日
�人１０人程度

�選第一次試験日 ８月２２日（日）
�申人事課人事係（区役所１０階）・各
総合支所・各港区立図書館等で配布
する申込用紙に必要事項を明記の上
（写真貼付）、郵送または直接、８月６
日（金・必着）までに、〒１０５－８５１１
港区役所人事課人事係へ。

�内線２１０８
※受験資格・採用選考日程・勤務場
所等詳しくは、選考案内をご覧くだ
さい。申込用紙は、区のホームペー
ジからダウンロードもできます。

車
上
狙
い
、
自
動
車
盗
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

大
切
な
愛
車
の
部
品
や
貴
重
品
が

盗
ま
れ
た
り
、
ま
し
て
や
車
両
ご
と

盗
ま
れ
た
り
し
た
ら
一
大
事
で
す
。

対
策
に
は
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
き
た
い
４
つ
の
防
犯
対
策

（１）
短
い
時
間
で
も
必
ず
施
錠

車
上
狙
い
や
自
動
車
盗
は
、
車
か

ら
離
れ
た
数
分
の
間
に
発
生
し
ま

す
。
短
時
間
で
も
車
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず「
ド
ア
ロ
ッ
ク
」を
習
慣
付

け
ま
し
ょ
う
。
平
成
２１
年
は
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
な
い
状
態
で
の
車
上
狙

い
の
被
害
が
全
体
の
７４
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

（２）
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
を
放
置
し

な
い車

上
狙
い
は
、
財
布
や
貴
重
品
な

ど
が
置
か
れ
た
車
両
を
狙
い
ま
す
。

車
内
に
バ
ッ
グ
等
が
あ
る
と
中
身
に

関
係
な
く
泥
棒
は
標
的
に
し
ま
す
の

で
、
車
内
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

（３）
防
犯
装
置
を
付
け
る

施
錠
し
て
も
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、可
能
で
あ
れ
ば
、

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
等
の
盗
難
防
止
装

置
や
警
報
ブ
ザ
ー
を
付
け
る
な
ど
、

二
重
、
三
重
の
防
犯
対
策
を
し
ま
し

ょ
う
。

（４）
安
全
な
駐
車
場
に
止
め
る

長
時
間
止
め
る
場
合
や
月
極
で
契

約
を
す
る
場
合
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有

無
や
照
明
設
備
の
有
無
、
見
通
し
の

良
さ
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
２１
年「
車
上
狙
い
」「
自
動
車
盗
」

発
生
件
数（
都
内
）

車
上
狙
い

８
９
４
３
件（
平
成
２０

年
比
プ
ラ
ス
２
３
２
件
）

自
動
車
盗

５
４
８
件（
平
成
２０
年

比
マ
イ
ナ
ス
１
３
７
件
）

情報アンテナ
■平成２５年東京国体開催決定記念行事
平成２５年東京国体の開催決定にあわせ、
競技体験、小学生吹奏楽団の演奏会など記
念行事を開催します。スタンプラリーや抽
選会で東京国体グッズ等をプレゼントしま
す。
とき ７月３１日（土）午前１０時～正午 とこ
ろ 都庁都民広場（新宿区西新宿２－８－１）
問い合わせ 東京都準備委員会事務局企画
課 �５３８８－２４９７

こと

■「キッズ伝統芸能体験」はじめての“お箏”
in 赤坂
伝統芸能に初めてふれる子ども向けに、
プロが教える、本格的な「和のおけいこ」体
験プログラムです（指導者：生田流池上眞
吾ほか）。
とき・ところ 開講式９月４日（土）（国立能楽
堂）、９月５日から�午前９時４５分�午前１１時
（毎回日曜・月２～３回程度全１８回・２クラ
ス）（赤坂区民センター）、平成２３年３月２８日
（月）リハーサル、３月２９日（火）または３０日
（水）発表会（浅草公会堂） 定員 小・中学
生、高校生計２４人（１クラス１２人）※応募者
多数の場合は抽せん 費用 １万円（リハ

ことづめ

ーサル・発表会含め全２０回分）箏爪料・教

材費等別途
申し込み・問い合わせ （社）日本芸術実演
家団体協議会［芸団協］内「キッズ伝統芸能
体験」事務局に資料請求の上、７月３１日（土）
までに申し込みください。
�５９０９－３０６０ FAX５９０９－３０６１
Ｅメール：wageiko@geidankyo.or.jp
■港区文化芸術振興基金助成事業「世界の
童話の朗読会」
対象 就園児以上 とき ７月２５日（日）午
後１時３０分（開場午後１時） ところ 赤坂
コミュニティーぷらざ 参加予定国 ブラ
ジル、トルコ、ベネズエラ、スロバキア、
韓国 定員 ７０人 申し込み 当日直接会
場へ（事前申し込み優先）。
問い合わせ 日本語サロン代表（若生）
�０９０－４２０９－４７１４
Ｅメール：wakou_h@hotmail.com

港区広報番組
ＣＴＴマスコットチャンネル
毎日午前１０時・午後１時・９時放送

（６０分番組：月２回更新）

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く

泳
ご
う

も
う
す
ぐ
夏
休
み
、
プ
ー
ル
で
思

い
切
り
泳
ぎ
、
夏
を
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
プ
ー
ル
は
大
勢
の
人
が

利
用
し
ま
す
。
注
意
事
項
が
掲
示
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
前
に
よ
く

読
ん
で
、
衛
生
的
に
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に

水
泳
は
体
へ
の
負
担
が
大
き
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
寝
不
足
や
風
邪
気
味

の
と
き
、
下
痢
や
感
染
性
の
病
気
の

と
き
は
、
プ
ー
ル
の
利
用
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

プ
ー
ル
に
入
る
前
に

シ
ャ
ワ
ー
を
必
ず
浴
び
よ
う

プ
ー
ル
の
水
を
き
れ
い
に
保
つ
た

め
に
、
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、
体
の
汚

れ
・
化
粧
品
・
整
髪
料
も
よ
く
洗
い

流
し
ま
し
ょ
う
。

泳
い
で
い
る
と
き
も

気
を
付
け
よ
う

（１）
夏
の
炎
天
下
で
は
脱
水
症
状
に
注

意
し
、水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（２）
２０
〜
３０
分
を
目
安
に
休
憩
を
取

り
、
水
か
ら
出
て
体
を
温
め
ま
し
ょ

う
。

（３）
水
泳
中
は
鼻
を
か
ん
だ
り
、
つ
ば

や
た
ん
を
吐
く
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
マ
ナ
ー
の
基
本
で
す
。

最
後
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
よ
う

プ
ー
ル
の
水
は
消
毒
し
て
あ
り
ま

す
が
、
プ
ー
ル
熱
や
結
膜
炎
な
ど
の

病
気
を
防
ぐ
た
め
、
水
泳
後
に
は
、

う
が
い
や
洗
眼
、
手
洗
い
を
し
て
、

シ
ャ
ワ
ー
を
よ
く
浴
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
タ
オ
ル
の
貸
し
借
り
は
せ

ず
、
自
分
専
用
の
も
の
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
心

し
て
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
プ
ー
ル
の
設
備
や
衛
生
管
理

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
で
行
っ
た
水
質
検
査
結
果
な
ど

の
掲
示
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
利

用
す
る
人
も
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問い合わせ
防
災
課
生
活
安
全
係

�
内
線
２
２
７
１

問い合わせ
生
活
衛
生
課
環
境
衛
生
指
導
係

（
生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

�
５
１
１
４
‐
３
０
０
３

区の手続きや施設・催し物を
親切・丁寧に ご案内する

をご存じですか？

年中無休で午前７時から午後１１時まで受け付けます。

ＦＡＸ 5777－8752
Ｅメール info@minato.call-center.jp

� 3578-2111�

６ページからつづく

�5472－3710
ゴ ヨウ ナ～ニ ミ ナ ト

（は）

７６
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とき ところ 内容

７月１３日（火）
午後６時～
７時３０分

芝浦工業
大学（芝浦
３－９－１４）

人に優しい情報
提示法を活用し
たものづくり

地区 高輪 芝浦港南

氏名
の ぐ ち み つ こ

野口 美津子
なかやま せ い じ

中山 静司

住所
白金台

３－２－３３－１０１
芝浦

２－３－２６－９０１

電話 ３４４０－２６３６ ３４５１－２７３３

担当
区域

白金台１丁目全
域、３丁目１～３

（主任児童委員）
芝浦港南地区全域

�申電話で、地域包括支援センター
港南の郷へ。 �３４５０－５９０５

企業間連携分科会・交流会を開
催します

講演・ワークショップなどを通じ
て、企業同士や大学との連携を構築
し、新製品・新技術の開発に結びつ
けます。
�対区内中小事業者
�時・�所・�内

※今後の開催日程、テーマについて
個別連絡をご希望の場合は、お問い
合わせください。
�人３０人（申込順）
�申電話で、産業振興課産業振興係
へ。 �内線２５５１

「平成２２年度障害児・者を支援し
ている人への研修」の受講生を募
集します

障害児・者の支援者を対象とし
て、支援に必要な介護知識や理解を
深める研修を実施します。
�対仕事・家族・ボランティアなど
で障害児・者の支援や介護に携わっ
ている人、興味のある区内在住・在
勤在学者
�時７月２６日（月）午後６時３０分～８時３０
分
研修テーマ 「自死に向き合う～い
ま、私にできること～」
�所区役所９階会議室
�人５０人（申込順）
※手話通訳や、研修会参加のため自
宅での介護・保育が必要な場合は申
し込み時にご相談ください。
�申電話またはファックスで、障害
者福祉課障害者支援係へ。
�内線２４６２・２６６７ FAX３５７８－２６７８

子ども向け海洋講座�「チリメ
ンモンスターをさがせ！」

チリメンジャコの中にまぎれてい
る生物を見つけて名前や生態を調べ
て、海洋生物や環境について学びま
す。「お魚博士認定証」が交付されま
す。
�対小学３年生～中学３年生
�時７月２２日（木）午後１時３０分（開場午
後１時）
�所港南図書館
�人３０人（申込順）
�申電話で、７月２０日（火）までに、み
なとコールへ。 �５４７２－３７１０
�担図書・文化財課庶務係

はり・マッサージサービス

�対６５歳以上の区民
�時８月３・４日（火・水）
�所青南福祉会館
�人６０人（申込順）
費用 １０００円
�申電話で、７月１２日（月）～２３日（金）
午前９時３０分～午後５時（土・日曜、
祝日は除く）に、青南福祉会館へ。

�３４２３－４９２０

サン・サンなんで～もまつり（納
涼祭り）

模擬店、ゲームコーナー、イベン
トアトラクションでお祭りの雰囲気
をお楽しみください。
�時７月３１日（土）午後１時～午後５時
�所特別養護老人ホームサン・サン
赤坂、赤坂子ども中高生プラザ（な
んで～も）
�問特別養護老人ホームサン・サン
赤坂 �５５６１－７８３３
赤坂子ども中高生プラザ

�５５６１－７８３０

南麻布ホッと・ネット

介護者がお互いの介護の悩みを気
軽に相談し合うなどホッとできるサ
ロンです。
�対介護者および介護経験者
�時７月２２日（木）、８月２６日（木）、９月
１７日（金）午後１時～３時
�所南麻布地域包括支援センター
�人１０人（申込順）
�申電話で、南麻布地域包括支援セ
ンターへ。 �３４５３－８０３２

「後見人の座談会」～被後見人が
安心して地域で暮らすことを考
える～

�対区内で活動している成年後見人
など（親族および弁護士・司法書士
・社会福祉士など第三者後見人）
�時７月２９日（木）午後６時３０分～８時３０
分
�所芝公園福祉会館
�人２０人程度
�申電話またはファックスで、ファ
ックスの場合は、氏名・電話番号・
ファックス番号を明記の上、港区社
会福祉協議会成年後見利用支援セン
ター「サポートみなと」へ。

�３４３１－２０８２ FAX３４３８－２７５５

心身障害者（児）ボウリング大会
参加者募集

障害のある人が楽しめるように、
ボールやレーンに配慮します。
�対区内在住で身体障害者手帳・愛
の手帳・精神障害者保健福祉手帳の
いずれかをお持ちの人、または障害
者を含むグループ（５人以内）
※介助送迎はありません
�時８月２９日（日）午前９時～１１時
�所品川プリンスホテルボウリング
センター（高輪４－１０－３０）
�人３０人（抽せん）
�申はがきに、「心身障害者（児）ボウ
リング大会参加希望」、障害の種別
（車いす利用者は明記）・住所・代表
者の氏名・電話番号・参加人数を明
記し、７月２７日（火・必着）までに、
〒１０５－００１１芝公園２－７－３ 港区社
会福祉協議会みなとボランティアセ
ンターへ。 �３４３１－２０８１

「キッズ交流ガーデン」参加者募
集

恵泉女学園大学と協働でお子さん
と一緒に野菜を育ててみませんか。
�対子育てひろば「あい・ぽーと」会
員で、原則として区内在住の未就学
児のいる家族（全回参加できる人）
※あい・ぽーと会員登録は随時受け
付けています。
�時大根・白菜コース：９月４日、１０
月２日、１１月２７日、平成２３年１月８日（毎

回土曜）午前１０時３０分～正午 ほう
れんそうほかいろいろ野菜コース：
１０月９日、１１月２７日、平成２３年１月８
日、１月２９日（毎回土曜）午後１時３０分
～３時
�所子育てひろば「あい・ぽーと」
�人各コース１８組（抽せん）
費用 １家族３０００円
�申「あい・ぽーと」で配布する応募
用紙に必要事項を明記の上、直接ま
たはファックス・郵送で、８月１６日
（月・必着）までに、〒１０７－００６２港
区南青山２－２５－１ 子育てひろば
「あい・ぽーと」へ。

�５７８６－３２５０ FAX５７８６－３２５６
（月～土曜午前１０時～午後５時）

※応募用紙は、「あい・ぽーと」のホ
ームページ
http : //www.ai-port.jp/
からダウンロードもできます。
※抽せん結果は、ファックスまたは
郵送で８月２７日（金）までに連絡しま
す。

★UNESCOユースフォーラム
inみなと

各国の留学生のお国紹介と交流会
です。みんなで思いっきり楽しみま
しょう。
�対区内在学の中学生、高校生、大
学生
�時７月２５日（日）午後１時～４時１５分
�所男女平等参画センター
�人１３０人（申込順）
�申電話で、港ユネスコ協会へ。

★ユネスコ国際理解講演会「パ
キスタンの歴史と文化とくらし」

�対区内在住・在勤・在学者
�時８月５日（木）午後６時３０分～８時３０
分
�所生涯学習センター
�人６０人（申込順）
�申電話で、港ユネスコ協会へ。

★印の問い合わせ
港ユネスコ協会（火～金曜午前１０時
３０分～午後５時３０分、祝日を除く）

�３４３４－２３００
生涯学習推進課生涯学習係

�内線２７４３

きしゃポッポによる台場地区お
はなし会

�時７月１３日（火）第１回：午前１０時３０
分 第２回：午前１１時
�所にじのはし幼稚園
�申当日直接会場へ。
�問みなと図書館 �３４３７－６６２１
にじのはし幼稚園 �５５００－２５７７

区内中小企業優良従業員表彰を
実施します

�対区内同一事業所に５年以上勤務
し、技術開発、販売促進、後継者の
指導育成、資格取得等、自社に対し
て大きく貢献した従業員
�時１１月１５日（月）午後６時３０分～８時
２０分（予定）
�所未定
�人１００人程度（表彰審査会の審査を
経て決定します）
�申所属の商工団体（工業会、商店会、
業種別団体等）が配布する推薦書（所

定用紙）に記入し、各団体事務局を
通して、８月９日（月）までにご推薦く
ださい。
�問産業振興課産業振興係

�内線２５５３

「アイデアをカタチに」創業アド
バイザーを派遣します

「創業したいけれど、どうすれば
いいの？」これから創業をお考えの
皆さんに、中小企業診断士を派遣し
ます。
�対（１）これまで事業主としての経験
がない人（２）区内でこれから創業を
考えている人
費用 年度内３回まで無料
�問産業振興課経営相談担当

�内線２５６０・１

新しい民生委員・児童委員が決
まりました

７月１日付で、新しい民生委員・児
童委員が厚生労働大臣から委嘱され
ました。

※氏名の敬称は省略させていただき
ます。
�問保健福祉課福祉活動支援係

�内線２３８０

障害基礎年金の「受給権者所得状
況届」等を忘れずに提出してくだ
さい

２０歳になる前の病気やけが、障害
福祉年金からの切り替えで、障害基
礎年金を受けている人は、毎年「受
給権者所得状況届」等の提出が必要
です。期限までに提出がない場合、
年金の支給が止まることになります
ので、ご注意ください。
対象となる人には、年金事務所か
ら届出用紙が７月上旬に郵送されま
す。必要事項を記入して、７月３１日
（土）までに、同封の返信用封筒でご
返送ください。
また、所得制限があるため、所得
の申告が必要です。
�問国保年金課国民年金係

�内線２６６２～６

「ちぃばす」芝ルート、高輪ルー
トバス停の一時休止のお知らせ

芝ルート一時休止バス停
「新橋こいち祭り」開催に伴う交通
規制により、復路（新橋駅方面）で８５
番「烏森神社」のバス停を一時休止し
ます。
�時７月２２・２３日（木・金）正午～最終
便
高輪ルート一時休止バス停
「三田納涼カーニバル」開催に伴う
交通規制により、高輪ルートで一部
バス停を休止します。休止するバス
停と時間は、高輪ルート各バス停と
バス車内に掲示します。詳しくは、
お問い合わせください。
�時７月１７日（土）
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５ページへつづく

http : //www.city.minato.tokyo.jp 平成22年（2010年）7月11日 �
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休日診療  

とき ところ

８月１３日（金）
９月１０日（金）

保健サービスセンター
（赤坂）

８月１８日（水）
９月２２日（水）

保健サービスセンター
三田分室
（三田３－１３－１６
三田４３ＭＴビル１階）

とき 浴場名 電話番号

７月２０日（火）
午後２時２０分
～３時２０分

アクアガー
デン三越湯
（白金５－１２
－１６）

�３４４１－９５７６

７月２１日（水）
午後２時１５分
～３時１５分

玉菊湯（白
金３－２－３）

�３４４１－１７７２

７月２２日（木）
午後２時１０分
～３時１０分

麻布黒美水
温泉竹の湯
（南麻布１－
１５－１２）

�３４５３－１４４６

７月２４日（土）
午後２時２０分
～３時２０分

高輪浴場
（高輪２－６
－２）

�３４４１－７４１０

７月２７日（火）
午後２時～３時

万才湯（芝５
－２３－１６）

�３４５１－３６４８

７月２８日（水）
午後１時４５分
～２時４５分

ふれあいの
湯（芝２－２
－１８）

�５４４２－２６３９

７月２９日（木）
午前１０時４５分
～１１時４５分

南青山清水
湯（南青山３
－１２－３）

�３４０１－４４０４

◆新米ママ健康相談（予約制）

助産師（助産師会委託）がご家庭を
訪問し、産後の体調・母乳について
の相談に応じます。
�対区民で、出産後１年未満の人
相談回数 １回

◎こんにちは赤ちゃん訪問

赤ちゃんが生まれて早い時期は、
お母さんの体調や赤ちゃんの育児な
ど、不安になりやすい時期です。
助産師（助産師会委託）または保健
師（各総合支所）が家庭を訪問し、（１）
赤ちゃんの体重測定や育児相談（２）
産後の体調についての相談（３）母子
保健サービスの紹介などを行いま
す。
�対原則、生後１２０日以内のお子さん
がいるすべての家庭
※第２子以降の人もご利用ください。
里帰り先、里帰り後も訪問します。
�申母と子の保健バッグ内の「出生通
知書」を同封の返信用封筒で郵送し
てください。

◎すくすく育児相談

身長・体重測定と発達・発育・栄
養・歯の衛生・心理・言葉・育児な
どの相談です。
�対区民で、乳幼児と保護者
�時７月２９日（木）午後１時～２時受け付
け
�所保健サービスセンター三田分室
（三田３－１３－１６三田４３ＭＴビル１階）
持ち物 母子健康手帳、そのほかお
子さんに必要なもの
�申当日直接会場へ。

◆印の申し込み、◎印の問い合わせ
電話で、健康推進課地域保健係（保
健サービスセンター）へ。

�３４５５－４７７２

☆胃・大腸がん検診（予約制）

�対３５歳以上の区民
�時８月２日（月）～３１日（火）午前８時３０
分～９時３０分受け付け
�所こころとからだの元氣プラザ（千

代田区飯田橋３－６－５）
�人３０人（申込順）

☆骨粗しょう症検診（予約制）

骨密度測定を行い、診断をします。
必要に応じて保健・栄養指導も行い
ます。
�対区民で、２０歳以上の女性で次の
いずれかに該当する人
・５歳ごとの節目年齢の人
・過去５年以内に受診していない人
※現在骨粗しょう症で治療中の人は
ご遠慮ください。
�時８月１１日・２５日（水）午後２時～２時
４５分受け付け
�所保健サービスセンター（赤坂）
�人各日２０人（申込順）

☆印の申し込み
電話で、７月１２日（月）午前９時から、
健康推進課健康づくり係（保健サー
ビスセンター）へ。 �３４５５－４９２８

バースデイ歯科健診～年に一度
は歯科健診を受けましょう～

歯科健診・歯科保健相談・歯ブラ
シの使い方等を行います。
�対８月に１・２・４・５・６歳になる就
学前の区内在住のお子さん
※３歳のお子さんは「３歳児健診」（個
別に通知します）をご利用ください。
�時・�所

いずれも午後１時３０分～２時３０分
持ち物 母子健康手帳・歯ブラシ
�申当日直接会場へ。
※日程が合わない人はご相談くださ
い。妊産婦で歯科健診を希望する人
は、お問い合わせください。
�問電話で、みなとコールへ。

�５４７２－３７１０
�担健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

精神保健福祉相談（予約制）

こころの病気（思春期のころ、ア
ルコール依存症を含む）や認知症の
早期発見・早期治療・対応などにつ
いて、精神科医師が相談に応じます。
�対区内在住・在勤者
�時原則毎月第１水曜・第２金曜・第３
水曜・第４月曜の午後
※時間はお問い合わせください。
�所保健サービスセンター（赤坂）
�申電話で、健康推進課地域保健係
（保健サービスセンター）

�３４５５－４７７２
または各総合支所区民課保健福祉係
へ。 �欄外参照

「港区環境審議会」委員の募集

区では、環境の保全に関する基本
事項について調査・審議を行うた
め、区長の付属機関として「港区環
境審議会」を設置しています。審議
会は、学識経験者、区議会議員、区
民および事業者の計１４人以内で構成
されています。
このたび委員が任期満了となるた

め、区民委員を公募します。
�対環境の保全に関心がある区民
�内区長からの諮問に関する調査・
審議等（年３回程度開催予定）
任期 ９月～平成２４年８月（２年間）
�人３人
�選書類審査
�申「港区の環境問題について」のレ
ポート（１２００字以内）に、住所・氏名
（ふりがな）・年齢・電話番号・応募
の理由を明記して、直接または郵送
で、７月２１日（水・必着）までに、〒１０５
－８５１１ 港区役所環境課環境指導係
（区役所８階）へ。 �内線２４８６
※電子申請サービス
https://www.e-tetsuzuki99.com/
tokyo/
からも申し込めます。

健康入浴推進事業参加者募集

区内の公衆浴場で健康をテーマに
したイベントを実施します。
今回は、運動指導士による「夏バ

テ解消ストレッチ」と落語家による
「笑って更にお元気に！」です。
�対おおむね６０歳以上の区民
�時・�所

�人各１５人程度（申込順）
�申直接、実施日の前日までに、電
話で希望する浴場へ。
�問保健福祉課福祉活動支援係

�内線２３８１

認知症予防講座「脳すこやか教
室」

精神科医による講話や認知症予防
の体操を行います。
�対６５歳以上の区民で自力で会場に
来られる人
�時７月２８日（水）午後２時～４時
�所シティハイツ港南（港南３－３－
１７）
�人約３０人（申込順）
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※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間などをお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます�

電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

「＃7119」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
�3212－2323（ダイヤル回線の固定電話など）
�5272－0303
ホームページ
http���www.himawari.metro.tokyo.jp�

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
�5285－8898（ダイヤル回線の固定電話など）

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」
（毎日24時間）
月～金曜（祝日を除く）
午後5時～10時

土・日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後5時

小児救急
電話相談

診療
案内

電話
相談

薬の相談
港区休日くすり何でもテレホン 対応時間：午前9時～午後2時 ※薬局の電話がかかりにくい場合は、090－9378－7915

3431－0877

5400－2636

3455－3637

夜間対応当番薬局（毎日） 対応時間：午後8時～午前8時 �090－3690－3102

芝大門2－3－15

芝公園1－5－30

芝2－18－2

清水薬局（芝大門）

慶応義塾大学薬局
薬学部附属薬局

ライオン薬局（芝）

�月11日（日）

�月18日（日）

�月19日（月・祝）

3441－2819

3408－1130

3401－8958

5476－5489

3401－9630

3440－2531

3587－1823

3573－5050

3431－3322

3455－4927
（休日のみ）

高輪3－7－7 1階

元赤坂1－1－5

六本木7－18－5

南麻布2－2－13 麻布ハイプラザ205

赤坂8－13－12

白金1－3－2

赤坂6－15－1 ミツワビル2階

新橋1－6－7 ウエスト銀座ビル4階

新橋5－10－6 川村ビル1階

三田3－13－16 三田43ＭＴビル1階
保健サービスセンター三田分室

口羽医院（内）

赤坂見附前田病院（内・外）

六本木歯科医院（歯）

★劉内科整形外科（内）

高沢内科クリニック（内・小）

西原病院（内・外）

古畑歯科医院（歯）

吉田歯科医院（歯）

★川村内科医院（内）

港区休日歯科応急診療所
【１１日（日）はビルの停電のため休診します。】

７
月
１８
日（
日
）
７
月
１９
日（
月
・
祝
）

3443－8465

3451－8211

5785－2953

3455－8218

3402－0792

高輪2－20－30

三田1－4－17

北青山3－5－25 下島ビル4階

芝浦4－12－44 芝浦ＴＭビル3階

六本木6－1－20 六本木電気ビル2階

窪田医院（内）

東京都済生会中央病院（内・外）

アイエスデンタルクリニック（歯）

中川歯科クリニック（歯）

★六本木北浜診療所（内・小）

７
月
１１
日（
日
）

◆各総合支所区民課保健福祉係◆ 芝地区�3578－3161 麻布地区�5114－8822 赤坂地区�5413－7276 高輪地区�5421－7085 芝浦港南地区�6400－0022

� 3578-2111�



港
区
で
投
票
で
き
る
人

次
の
要
件
に
い
ず
れ
も
該
当
す
る

人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
齢

平
成
２
年
７
月
１２
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

住
所

平
成
２２
年
３
月
２３
日
ま
で
に

港
区
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
６
月

２３
日
現
在
、
引
き
続
き
港
区
に
住
ん

で
い
る（
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
）人

区
外
か
ら
転
入
し
た
人
は

３
月
２４
日
以
降
に
港
区
へ
転
入
し

た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

区
内
で
転
居
し
た
人
は

６
月
１５
日
以
降
に
区
内（
管
内
）転

居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

投
票
方
法

次
の
二
通
り
で
す
。

東
京
都
選
出
選
挙
の
投
票

候
補
者
氏
名
を
書
い
て
投
票

比
例
代
表
選
出
選
挙
の
投
票

「
名
簿
登
載
者
氏
名
」ま
た
は「
各

政
党
等
の
名
称
」の
い
ず
れ
か
を
書

い
て
投
票

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
に
お
出
掛
け
の
際
に
は
、「
投

票
所
入
場
整
理
券
」を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
６
月
２４
日
に
発
送

し
ま
し
た
。

な
お
、
な
く
し
た
り
、
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
港
区
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

投
票
日
当
日
に
選
挙
権
の
あ
る
人
は

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係

員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
投
票
所
へ

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
人
、
け

が
や
病
気
な
ど
で
付
き
添
い
や
介
助

が
必
要
な
人
は
、
一
緒
に
投
票
所
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
投
票
所
で
介
助
が
必
要
な
人

は
、
遠
慮
な
く
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
に

車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
で
記
入
で

き
る
記
載
台
が
あ
り
ま
す
。

け
が
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
人
に

係
員
が
決
め
ら
れ
た
手
続
き
に
従

い
、
代
筆
し
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

視
覚
障
害
の
あ
る
人
に

点
字
用
の
投
票
用
紙
が
あ
り
ま

す
。

１０
月
下
旬
〜
１１
月
中
旬
に
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
橋
脚
に
あ
る「
芝

浦
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
展
望
室
」に
区
民

の
皆
さ
ん
が
描
い
た
港
区
の
風
景
画

を
展
示
し
ま
す
。

い
つ
も
目
に
し
て
い
る
何
気
な
い

景
色
や
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
の

風
景
、
後
世
に
残
し
て
お
き
た
い
街

の
姿
な
ど
、あ
な
た
の
目
に
映
る「
港

区
」を
絵
画
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

募
集
期
間

７
月
１２
日（
月
）〜
３０
日

（
金
・
必
着
）

応
募
要
件

（１）
区
内
の
風
景
を
描
い
た
も
の（
作

成
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）

（２）
１
人
１
点

（３）
油
絵
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
、
パ
ス

テ
ル
画
・
版
画
な
ど
の
絵
画

（４）
２０
号
以
下
で
、
額
仕
立
て
の
も
の

（
額
縁
の
太
さ
は
１０
�
以
内
で
、
裏

面
に
展
示
用
金
具
・
ひ
も
を
装
備
、

ガ
ラ
ス
額
不
可
）

応
募
方
法

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
な
ど
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
、

企
画
課
企
画
担
当
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い

人
は
、
応
募
用
紙
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ

ん
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
品

決
定
者
に
は
、
８
月
以
降
に
詳
細
を

ご
連
絡
し
ま
す
。

・
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
す
が
、
不
可
抗

力
等
に
よ
り
破
損
し
た
場
合
、
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
講
評
・
表
彰
等
は
行
い
ま

せ
ん
。

こ
の
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

年
に
１
回
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
、
８
月
分

以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月

下
旬
に「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」を
お

送
り
し
ま
す
。

受
付
日
時
・
場
所

８
月
２
日（
月
）〜
３１
日（
火
）午
前
９

時
〜
午
後
５
時
・
各
総
合
支
所
区
民

課
保
健
福
祉
係

８
月
１８
日（
水
）・
２５
日（
水
）午
後
５

時
〜
午
後
７
時
・
各
総
合
支
所
区
民

課
保
健
福
祉
係

８
月
２１
・
２２
日（
土
・
日
）午
前
９
時

〜
午
後
５
時
・
子
ど
も
家
庭
課
子
ど

も
給
付
係（
区
役
所
２
階
）

※
所
管
の
総
合
支
所
以
外
に
提
出
し

た
い
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

な
お
、
平
成
２１
年
中
の
所
得
が
、

限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
限
度
額

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま

た
、新
規
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

区
内
に
住
所
が
あ
り
表
に
該
当
す
る

人
は
、
手
当
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
お
近
く
の
総
合
支
所
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親（
父
子
）家
庭
支
援
助

成
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
の
制
度
で
行
っ
て
い
る
、
母
子

家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
が
、
平
成
２２

年
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
に
も
拡

大
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日

「
広
報
み
な
と
」で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問い合わせ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
内
線
２
７
６
６
〜
９

送付先・問い合わせ
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
企
画
課

企
画
担
当

�
内
線
２
０
９
０

ＦＡＸ
３
５
７
８
‐
２
０
３
４

問い合わせ
子
ど
も
家
庭
課
子
ど
も
給
付
係

�
内
線
２
４
３
０
〜
３

各
総
合
支
所
区
民
課
保
健
福
祉

係

�
欄
外
参
照

表 児童扶養手当・特別児童扶養手当支給対象一覧
対 象

１８歳に達した日以後の最初の３月３１日まで（心身に障害がある場合
は２０歳未満）で、次のいずれかの状態にある児童を扶養している人
・父母が離婚した児童
・父が死亡した児童
・父が生死不明である児童
・父に１年以上遺棄されている児童
・父が法令により１年以上拘禁されている児童
・婚姻によらないで生まれた児童
・父が重度の障害を有する児童
※ただし、次の場合を除きます。
・老齢福祉年金以外の年金を受けられる人
・児童が施設（保育園・母子生活支援施設を除く）に入所している人
※上記の要件に該当した日から、平成１５年４月１日時点で５年を経過
していると申請することができません。

２０歳未満で心身に障害があり、その程度が次のいずれかに該当する
児童を扶養している人
・「愛の手帳」１～４度程度の児童
・「身体障害者手帳」１・２・３級および一部４級程度の児童
・長期間安静を要する症状または精神の障害により日常生活に著しい
制限を受ける児童
※ただし、次の場合を除きます。
・児童が施設（保育園・母子生活支援施設を除く）に入所している人
・児童が障害を理由とする公的年金を受けている人

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

◆各総合支所区民課保健福祉係◆ 芝地区�3578－3161 麻布地区�5114－8822 赤坂地区�5413－7276
高輪地区�5421－7085 芝浦港南地区�6400－0022
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